
4. ヱリによる漁獲標本採集

エリは、琵琶湖の漁法の中で、規模と漁獲量とも大きく、

琵琶湖を代表する定置網の 1種の漁法である。定置網であ

るため、季節により魚種や漁獲量も変化に富んでいる。エ

リの構造はワタリ(垣網)、オトシ(身網)およびツボと

呼ばれる魚取り部により構成されている(図 1)。遊泳し

てきた魚はワタリに沿ってオトシに迷入し、ツボに入った

魚をツボの網をあげることにより漁獲が行われる。

エリには大きく分けて 2つのタイプがあり、 1つはアユ

を漁獲目的とした網エリでFRP製ポールを支柱にして網を

張つであるもので、比較的沖合部に設置されている。もう

一つはフナ、ウナギ等を目的魚種とした賓エリでFRP製ポ

ールを支柱にしてビニール製の賛をつなぎ合わせて作ら

太田滋規

Gく声弓

ワ
タ
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庫側

図 1 エリの概略図

れている。

本調査はエリでの漁獲物の魚類組成を把握するとともに、「平成 6""""7年度 琵琶湖お

よび河川の魚類等の生息状況調査J(以下前回調査)と比較することを目的として行った。

(1)調査地点

調査地点は各区域 1ヶ所ずつのエリを設定した。

調査エリは高月町西野、彦根市須越町および石

寺町、中主町吉川、守山市木浜町、マキノ町知

内の沖合に設置された網エリである(図 2)。

高月町西野

彦槙市須越町

彦線市右寺町

図2 調査エリの地点
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(2)調査方法

調査方法は漁業者の通常の操業時のエリ 1統分の漁獲物を推定できるよう、漁業者に標

本作製を依頼することにより行った。すなわち、漁業者に10覧ホルマリンの入った標本瓶

の中に漁獲物を入れることを依頼し、連絡があれば直ちに回収するという方法により行っ

た。その際、標本瓶は 2瓶用意し、漁獲魚のうちアユ等の数の多い魚については、魚種ご

とに一部を標本瓶(サンプル名:一部)に入れてもらうこととし、標本瓶に入れた魚種は、

調査票に漁獲量を記入していただいた。その他の雑魚については全てを別の標本瓶に入れ

るか、入りきらない場合は直ちに回収に行くこととした(サンプノレ名:全部)。回収後、

それぞれの標本瓶の魚種を同定し、魚種ごとに重量を測定し、魚類については、全長、標

準体長および体重を、甲殻類は体重を測定した。体型測定は基本的に 50尾を限度とした。

標本瓶に入りきらない大きさの魚は、冷蔵で持ち帰り、鮮魚で各魚種ごとの重量と尾数を

計測し、個体ごとに全長、体長および体重を測定した。一部サンプルについては、調査票

の漁獲量から全体の尾数、重量を推定した。

調査時期は各区域で冬期と春期の 2回行うよう設定したが、表 1に示す時期となった。

表 1 エリによる漁獲標本採集調査期間等

調査地名 調査時期 調査期間 漁具数(ツボ数)

…高..恩.町扇.野....・・・.......祭期M・M・ ........u.u..u.......・M・，ω.!.9.~.!..1.ι山....ω 山"山一… ………ι… ...... 
彦根市須越町 冬期 '03/02/24 4 

...震.螺市'..::8.烹閉I.….....・-裏.期........・M・...………….:.Q.?'，ぷ9.~.!.J..L.....……・…・…・…………4 ・...
中主町吉川 冬期 '03/02/27 2 

…・…・・......・-議期...・M・M・.....…・・…・….......:g紅9.~.!..~.~...・-・.....・-…M・M・M・M・...・M・...……...J.......…・
守山市木浜町 春期 ~3/04/09 2 

… ............・-・・東..期…・・.....・ M・..............・........:.Q.?.!.9.~.!..9.~..・M・.....・.....・M・M・M・-…・・M・M・...… 2 ・....
マキノ町知内 冬期 ~3/02/24 2 

春期 '03/05/22 2 

(3)調査結果

1)採捕魚種組成

調査結果は一部サンプル、全部サンプルを合計して、表 2に示した。以下各地点の採捕

魚種組成について、この表を基に述べる。

高月町西野地先

冬期の調査で魚類16種、甲殻類2種が採捕された。漁獲物の尾数および重量で多いのは

アユ、ワカサギ、オオクチパス、ブ、ノレーギルであった。尾数ではヨシノボリ、スジエピも

多いが、重量は少なかった。

春期には漁獲物が非常に少なくなったため、操業をやめており、冬期のみの調査となっ

た。

彦根市須越町、石寺町地先

冬期夏期の 2回の調査で魚類17種、甲殻類2種が採捕された。冬期の調査ではエリを操
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表2 エリ1統あたりの漁獲標本採集尾数と重量
漁協名 朝日 彦根市磁田 中主町
地点 高月町西野 彦根市須鶴町 彦根市石寺町 中主町吉川
採集時期 冬期 冬期 夏期 冬期 春期
採集日 '03/02/18 '03/02/24 '03/06/11 '03/02/27 '03/05/23 
ツボ数 2 4 4 2 2 

亙皇室L一塁量i昼」豆皇室Lー皇室ia.LA皇室L一旦星辺」是皇室L一重量塩LA皇室L一重量i亘」
スナヤツメ
ワカサギ 658 10187β 8 106.0 
アユ 159180 101259.3 2892 4209.1 5351 15904.4 18759 32269.0 20591 66163.5 
ピワマス 1 905.4 
ハス 1 4.4 28 29.0 251 2102.4 
弓す::{.....・....・......・..…・....・-…訂・M ・M ・..172:I・M ・-…………・・_..・M ・-・....・.....………・・・....

ホンモロコ 2 15.6 
ピワヒガイ 1 9.4 1 1.8 
カマツカ 2 35β 

紫哲芝 2 8.0 … 知~.....・-・・J招奴...
スゴモロコ 2 12.3 4 5.4 12 34.0 101 99.5 
デメモロコ 15 18.6 7 2.1 
ニゴイ 1 683.9 1 905.4 50 157.7 
コイ 1 407.3 

ニゴロブ:t.............................................................................?..........1.~~~ß
ギシヲ子… 4 416.0 1 560.6 
フナ類稚魚 1 0.2 
ナマズ 1 0.4 
オオクチパス 77 IOC削 .0 2 3446.2 2 0.3 
ブルーギル 434 20似lO.OヨシノポiT......................49er.............sui..............3.1"'7・_.......79:4'...............9SS............44tui.................iis................fjβ 6臼 403.6 

ヌマチチブ 3 2.1 7 8.3 3 12.8 
イサザ 3 13.1 1 2.0 
ウツセミカジカ 3 18.8 112 18.9 4 0.5 
亨子吉正E一一一-E6-------f在E--------TE---E1.幽・・・・・・・16一一一一日ー--一一一一一一一一一一一一一一一 1ーー一 0.2

スジエビ 4416 495.7 9517 790.5 3073 1037.7 46770 2704.0 788 327.5 
魚類種数 16 13 12 2 9 
甲般類種数 2 2 2 1 2 
魚類複数 17 9 
申殺類種数 2 2 

漁協名 守山 百瀬
地点 守山市木浜町 マキノ町知内

採集時期 春期 春期 冬期 春期
録集日 '03/04/09 '03/05/09 '03/02/24 '03/05/22 
ツボ数 2 2 2 2 

E皇軍L一重量垣」阜皇軍L一重量i厄LA皇室L一塁塁盗LA皇室L一重量当」
スナヤツメ 1 2.7 
ワカサギ 714 120∞.0 1 15.9 
アユ 354 819.1 10184 15296.0 7825 2507.4 27685 46299.1 
ピワマス
J、ス 15 38.0 3 443.9 1 104.3 みザ平H ・H ・-…・ 山山山山................... … .………… .. 山....山………….. 山…….. 山….. 山..山………….. 山………….. 山……"山…….. 山….. 山目...山………….. 山…….. 山……目H山….“山…………目H山……目H山…….“山….. 山........ 山………….. 山………….. 山……….. 山……….. 山…….. 山…….. …….山…….山….山 1山………….. 叩…….. 山….. 山...……….. 山….. 山….. 山..... 山"1尚1iω尚“'o':忌8山"...山.......……….. 山.. 瓦.

ホン司モEロコ 1 9.2 1 7.1 1 

ピワヒガイ
カマツカ 2 63.7 5 199.2 

:長-T1 ・・ ・・・ …・ ・・…………………・……...・H ・-….....・M ・.......・M ・..…・・山………….. 山…..山...山………….. 山………….. 山……….. 山…….. 山….“山.. ………… .. 山…….. 山…….. 山….. 山.. 目H山………….. 山…….. 山…………目"山…….. 山…….. 山….“山目..... ~ 
スゴ」モモロコ 7 10.8 1 0.9 
デメモロコ
ニゴイ 8 12564.7 1 2166.3 
コイ 2 1303.4 

ニゴロフナ ?............?..~.~:~ 平ジヲ子… 3-........29S3':S................... .. s..........iih'r4' 

フナ頬稚魚

ナマズ
オオクチパス 3 3222.2 1 1218.7 6 2483.6 
ブルーギル 878 278∞1.0 141 27022.0 3 323.7 5 327.3 当予苅fiT......・M ・H ・H・..…・7… 1.9・M ・-…..γ………ま6"......…・………….......・M ・-…・....l.4'sii………….. 山目....….....s言訂7花瓦江凶1
ヌマチチブ 5 3.2 7 4.6 
イサザ 457 1507.9 192 482.0 

_'2:.之主主2_:t!…・・・・・ー・・・一一一一一一一------_....-一一一一一___I
テナガヱビ 1 0.7 3 1.7 63 22.8 
スジヱピ 134 36.7 8019 2290.0 3 1.7 12幻10凹7 7力723.33 
魚類積数 8 8 12 13 
甲盤妻E種量生 1 2 2 2 
魚領種数 9 17 
甲殻類種数 2 2 
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業する漁業協同組合の北側のエリとして、彦根市須越町地先のエリを調査したが、夏期に

は漁獲物がなかったため、同組合の南側のエリである彦根市石寺地先のエリの調査となっ

た。冬期には全体の漁獲重量が非常に少なく、主要な漁獲物であるアユでも4kg程度であ

った。尾数ではスジエピ、アユ、ヨシノボリが多かった。夏期には主要な漁獲物であるア

ユが15kgと多く採捕されているが、例年に比べれば非常に少ないとのことであった。その

他にはスジエピ、ヨシノボリ、ウツセミカジカが多かった。冬期、春期ともにオオクチパ

スは少数採捕されたが、ブ、ルーギルは採捕されなかった。

中主町吉川地先

冬期春期の 2回の調査で魚類9種、甲殻類2種が採捕された。漁獲物の多くはアユで、あっ

た。冬期の調査では雑魚としての神、獲が全くなく、ほとんどがアユとスジエピであった。

春期にはアユが大半を占めているが、ハス、ゼゼラ、ヨシノボリ、スゴモロコの尾数が多

かった。また、冬期、春期ともにオオクチパス、プ、ルーギルの採捕はなかった。

守山市木浜地先

冬期春期の 2回の調査を予定していたが、冬期の調査時期が遅れ、春期 2田の調査とな

った。春期 2回の調査で魚類9種、甲殻類2種が採捕された。 4月の調査では主要な漁獲物

であるアユの漁獲量が非常に少なく、ブ、/レーギルが尾数、重量ともに多くを占めた。 5月

の調査ではアユ、スジエピの漁獲尾数が多いが 重量ではブ、ルーギルの方が多くなった。

マキノ町知内

冬期、春期の 2囲の調査で魚類17種、甲殻類2種が採捕された。冬期には尾数ではアユ、

ワカサギ、イサザが多くを占めたが、重量ではニゴイ、ワカサギが多かった。春期には主

要な漁獲対象種である、アユ、スジエピが尾数、重量ともに多くを占めた。このエリでは

オオクチパス、ブルーギルは少なかった。

2)前回調査との比較

今回調査と前回調査での同区域でのエリ 1統あたりの採捕尾数をまとめたものを表 3に

示す。以下この表に基づき比較を行う。

北部

前回調査では塩津湾の入り口付近のエリが調査されているが、今回の調査では塩津湾の

中程のエリの調査となった。また、前回調査では春期と夏期の調査となっており、調査場

所および調査時期は異なっている。前回調査では 2期の調査で魚類28種、甲殻類2種が採

捕されているが、今回の調査では魚類16種、甲殻類2種と種類数は減少している。前回調

査で採捕されているが、今回の調査で採捕されなかった種はスナヤツメ、ウナギ、オイカ

ワ、デメモロコ、ニゴ、ロブナ、ヤリタナゴ、シロヒレタピラ、カネヒラ、ギギ、イワトコ

ナマズ、ヌマチチプ、ウキゴリであった。前回調査と今回の調査では時期が異なるので単

純な比較はできないが、オオクチパス、ブルーギルの尾数が著しく多くなっている。

一101



…

万

一

…

町

一

・

a一

。

…

0

0

3

…

。

9

9

0
.
。
…
0
0
0
0
~
0
0
0
O
Q
o
…
Q
O
位
。
。
。
Q

0

・

…

0

0

0

…

0

0

O

Q

0

…

o

Q

.

。

o

a

害

時

・

…

o

ふ

…

ぷ

…

0

・

v

o

事一

t一一

一

軍

一

軸

一

明

細

・

…

@

ぷ

。

…

…

…

0

・

7

0

一

謹
-d
一

丸

山

0

・

0

@

息

。

0

・

…

0

0

…

…

。

。

.

…

・

o

o

一

上
園
高
町
一

-
4

品
川
一
開
一
M
阻

・

6

@

…

0

0

…

O

M

O

@

…

・

・

・

一

と
一
司
一
量

査
士
一
工
事
一
盟
十
日

町
四
一
一
由
一
乱
期

7
・

…

・

・

幸

一

一

…

・

0

0

一

況
E

到
一
1
佐
川

i

盤

一

中

一

通

・

…

…

…

一

一

…

・

…

一時一一回
1

一
品
・
…
G
・
O
・
…
O
@
0
0
…
0
0
0
0
一
一
0
・
・
…
・
ム

駒
一
」
叩
一
明
乱
・
・
…
o
o
-
-
…
。
。
.
…
@
O
…
…
@
O
…
・
0
・
一

類

E
Z
一L

依
田
一
一
加
盟
0
・
…
0
0
向

M
o
o
-

息
0

0

0

…

…

箆

・

@

0

0

一

の
回
一
.
一

町

一

商

品

・

…

…

O

@

&

…o

一o
o

y

i

g

Z

7

白

川

璃

明

錦

0

・

点

。

…

0

1

0

0

ヰ

…

。

…

・

0

0

一

一

一

一

2

一

エ

ー

一

一

一

日

槻

一

」

加

一

加

盟

0

・

…

0

0

0

0

@

δ

一

円

品

。

。

ム

0

・

一

位

2
一6
l
m

闘

喜

一

市

-

L

.

-

唱

一

4

宅

謹

一

開

一

A

1

0

3

0

8

3

0

一

o

Y

0

4

0

0

・

4

7

一

相

咋

言

問

働

組

・

1

2

9

0

6

0

一

o
a
一

・

会

O

A

-

-

一

三

一

一

一

川

蜘
E

L

A

G

o

-

一

。

3

5

0

0

す
O

@

一

0

・

4

0

ふ

0
0
0
4
0
・
一
之
弔

問
司
「
一
間
一
品
目
0
・
・
…
G
o
o
-
-
o
…
。
。
。
…
一
o
a
・
。
0
・
一
・
一
同
士
ω
2
一

の
固
有
一

t

m

明

・

"

・

・

一

軍

脚
一
二

4

.
…

J
。

。

ふ

。

…

o

一

」

・

o

o

f

-

Z

楠

本

四

一

…

一

一

一

一

…

一

二

一

一

朝

幅

四

甥

点

期

一

…

一

一

九

リ

…

ラ

一

ズ

え

…

カ

一

抗

一

一

切

リ

田

区

地

時

「

山

-

明

ト

目

白

血

ピ

一

マ

L
V
K
F

ジ

一

?

出

盤

散

開

ヱ
闇
査
査
一
引
ギ
ス
…
ワ
ン
町
一
桝
カ
悶
四
万
町
ナ
問
問
一
円
一
フ
一

T
?な
刑
…
制
打
リ
ミ
一
ピ
山
山
一
蹴
阻
撒
一
畑
一
制

3
官
網
棚
一
ヤ
ギ
サ
マ
一
カ
イ
レ
宅
一
ヒ
y
ラ
モ
モ
イ
ロ
ゴ
ブ
類
タ
ヒ
ヒ
一
ズ
ト
ト
ル
ク
一
綿
子
ザ
ゴ
セ
一
エ
ガ
ヱ
盟
幅
一
盛
幅
一
軍
川

h
N
E

ナ
ナ
カ
ユ
ワ
…
イ
ス
グ
ク
ン
…
ワ
守
ゼ
ゴ
メ
・
ゴ
イ
ゴ
ン
ン
・
ナ
リ
ロ
ネ
ギ
一
マ
ワ
ム
オ
ル
汚
マ
サ
キ
ツ
一
マ
ナ
ジ
A
類
型
臓
暗
一
叫

事
国
ウ
ワ
ア
ピ
…
オ
ハ
ウ
ハ
ホ
…
ピ
カ
ゼ
ス
支
ニ
コ
ニ
ゲ
ギ
ラ
ヤ
シ
カ
ギ
一
ナ
イ
カ
オ
ブ
述
ヌ
イ
ウ
立
ヌ
テ
ス
7
富
里
魚

E
q

0 • 
0 • 
。

• 
• • 

• • 
。

。

• 
。。

16 21 12 13 
2 2 三2.. .2 . 
23 三 17
2 2 

。

0 • 
0 • o 0 • • _Q__Q_ 

1'1'"16 ，-，-
3 3 1 ムム

11 9 
3 ま

• 
。
• 0 • 

_Q一一一一一一一一一

? 三 「

• 0 • • • 

トー品

o 
t>.:> 



東部

前回調査では春期、冬期の 2期の調査で魚類16種、甲殻類4種が採捕されており、今回

の調査では魚類17種、甲殻類2種と甲殻類の種数が少ないが、魚類の種数としてはそれほ

ど変わっていない。前回調査で採捕されているが、今回の調査で採捕されなかった種はウ

グイ、ホンモロコ、カマツカ、ブルーギル、ヌマエピ、アメリカザリガニであった。逆に

今回の調査で採捕されたが、前回調査で採捕されていない種は、ピワマス、ニゴ、ロプナ、

ギンプナ、ナマズ、イサザであった。この区域では前回調査時にも今回にもオオクチパス、

ブ‘ルーギルの量は少なかった。

東南部

前回調査では春期、夏期の 2期の調査で魚類23種、甲殻類3種が採捕されているが、今

回の調査では魚類9種、甲殻類2種と種類数は激減している。前回調査で採捕されているが、

今回の調査で採捕されなかった種はウナギ、ワカサギ、オイカワ、ウグイ、ホンモロコ、

ピワヒガイ、カマツカ、コイ、ニゴロブナ、ギンブナ、イワトコナマズ、オオクチパス、

ブ、ルーギル、ウキゴリ、アメリカザリガニであった。

なお、前回調査では春期と夏期の調査であるため、春期のみで尾数の比較を行うと、採

捕されなかった魚種は上記魚種からワカサギを除いた14種となり、今回の調査での種類数

の少なさが際だ、っている。この中でも比較的多く採捕されていた、ホンモロコ、オオクチ

パス、ブ、ルーギノレが今回の調査で、は採捕がなかった。

南部

前回調査では南湖の中央部付近のエリの調査であるが、今回の調査では南湖の入り口付

近のエリの調査となった。前回調査では春期、夏期の 2期の調査で魚類17種、甲殻類3種

が採捕されているが、今回の調査では魚類9種、甲殻類2種と種類数は減少している。前回

調査で採捕されているが、今回調査で採捕されなかった種はワカサギ、オイカワ、ピワヒ

ガイ、ゼゼラ、デメモロコ、ニゴイ、ニゴロブナ、カムルチー、ウキゴリ、アメリカザリ

ガニであった。逆に今回調査で採捕されたが、前回調査で採捕されなかったものは、スゴ

モロコであった。

なお、前回調査は春期と夏期の調査であるため、春期のみで尾数の比較を行うと、前回

調査では比較的尾数が多く採捕されていたホンモロコ、ヨシノボリ、ヌマチチブは減り、

ピワヒガイ、ウキゴリは採捕されなかった。

西部

前回調査では夏期、春期の 2期の調査で魚類23種、甲殻類2種が採捕されており、今回

の調査では魚類17種、甲殻類2種と種類数はそれほど変わらない。前回調査で採捕されて、

今回の調査で採捕されなかった種はウナギ、ピワマス、ハクレン、ホンモロコ、ピワヒガ

イ、デメモロコ、シロヒレタピラ、カネヒラ、ギギ、カムノレチ一、ヌマチチプであった。

逆に今回の調査で採捕されたが、前回調査で採捕されていない種は、スナヤツメ、コイ、

ニゴロプナ、ギンプナ、オオクチパスであった。
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なお、前回調査は春期と夏期の調査であるため、春期のみで尾数の比較を行うと、ウグ

イ、ゼゼラ、ヨシノボリ、イサザ、ウツセミカジカの尾数が増加している。
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